
第３章 環境政策ごとの目標の達成状況と具体的施策の概要

 99 

点で測定した結果、指針値以内でした。 

 

■■悪悪臭臭のの苦苦情情件件数数

2018 年度に寄せられた悪臭に関する苦情の件数は 36 件でした。主な苦情発生源は、臨海部の工

場・事業所、屋外燃焼行為、飲食店に伴うものでした。また、2018 年度に臨海部の発生源近傍及び

発生源に近い住居地域で測定したメチルメルカプタン等の硫黄化合物（4物質）の環境濃度は、すべて

定量下限値未満でした。 

 

悪臭苦情の発生件数経年推移（単位：件） 
年 度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

苦情件数 97 73 49 63 83 72 42 56 57 36 

■■建建造造物物影影響響にに関関すするる苦苦情情件件数数等等

地上デジタル放送が一般化した中で、その電波特性に伴い、中高層建築物の遮蔽・反射（マルチパ

ス）による電波障害が減少してきました。しかしながら、川崎区、幸区及び中原区に代表されるよう

に、高層建築物の増加が著しい地域においては、新たに複数の高層建築物等による電波の反射が原因

とみられる障害や、衛星放送アンテナに対する遮蔽障害も発生しています。これらに対しては、原因

者負担により、①受信アンテナの性能・位置等の改善、②共同受信施設の設置等の措置が実施されて

います。 

2018年度に「中高層建築物等の建築及び開発行為に係る紛争の調整等に関する条例」に基づき対

応したテレビ電波に関する苦情件数は17件でした。 

また、201８年度に環境影響評価に関する条例に基づき審査した件数は２件でした。 

高層建築物の周りでは強風時においてビル風による影響が懸念されるため、環境影響評価に関する

条例の対象事業では、風洞実験や流体数値シミュレーション（ＣＦＤ）等により風環境の変化の程度

について予測を行った上で、防風フェンス、防風植栽等によるビル風の緩和対策を講じています。

201８年度に審査した件数は２件でした。 

建築物等による日照問題については、建築基準法、川崎市建築基準条例等に基づく日影規制による

ほか、環境影響評価に関する条例の対象となる建築物では日影図等を作成し、周辺環境に著しい影響

を及ぼさないような配慮を講じることとしています。201８年度に環境影響評価に関する条例に基づ

き審査した件数は２件でした。 

また、まちづくり相談の一環として日照問題の相談を受け付けています。2018 年度に日照問題に

関して受けた件数は41件でした。 

人工光による光公害*については、1998 年３月に環境庁（現環境省）が屋外照明の光害対策ガイ

ドラインを策定し、地方自治体をはじめ、施設管理者、施設整備者、照明機器メーカー、広告物製

造メーカー、市民等への普及啓発に努めるものとしています。 

市では、屋外広告物条例で激しく点滅する装置を使用しないよう規制しています。2018 年度に寄

せられた光害に関する苦情の件数は0件でした。 
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環境政策 環境に配慮した産業の活気があふれ、国際貢献するまちをめざす

 

 

 

 

総合的な評価に用いる指標

施策の方向 指標
総合的な評価に

用いるもの

Ⅴ－１ 環境関連産業の振興・育成 低ＣＯ２川崎ブランドの認定件数 ○

川崎国際環境技術展におけるビジネスマッチング数 ○

かわさきグリーンイノベーションクラスターの会員数 ○

Ⅴ－２ 環境技術による国際貢献の

推進

海外からの環境技術視察・研修の受入人数 ○

環境に係る国際会議・イベント等実施状況

環境技術開発に向けた事業者、大学、研究機関等との連携に

よる共同研究の件数と実施内容

○

※1 2014年度実績から指標に追加したため、その前年度の2013年度を基準年度としています。

※2 2015年度実績から指標に追加したため、実績が確定している年度を基準年度としています。

※3 2016年度実績から指標に追加したため、実績が確定している年度を基準年度としています。

目目標標・・指指標標のの達達成成状状況況
指指標標

評評価価

方方向向

評評価価

■■指指標標：：低低ＣＣＯＯ２２川川崎崎ブブラランンドドのの認認定定件件数数

累計認定数85件（対前年度：9件増加、対基準年度：多い）
５５

５５
■■指指標標：：川川崎崎国国際際環環境境技技術術展展ににおおけけるるビビジジネネススママッッチチンンググ数数

件数780件（対前年度：113件増加、対基準年度：多い）
５５

■■指指標標：：かかわわささききググリリーーンンイイノノベベーーシショョンンククララススタターーのの会会員員数数

件数76社（対前年度：13社増加、対基準年度：多い）
５５

方向評価は「＊」の付いた指標評価の平均値をもとに評価しています

現現 状状 
■■低低ＣＣＯＯ２２川川崎崎ブブラランンドドのの認認定定件件数数

低炭素社会の構築につながるものづくり等を応援するため、ライフサイクル全体で CO2削減に貢献

している川崎発の製品・技術等を評価し広く普及する「低 CO2川崎ブランド」を 2009 年度から試

行的に実施し、2012年度から本格実施しています。

2018 年度は、9 件の製品・技術等を「低 CO2川崎ブランド」として認定するとともに、特に優

指 標 目標・現状・指標がめざす方向

低低ＣＣＯＯ２２川川崎崎ブブラランンドドのの認認定定

件件数数 【基準年度】 件（ 年度）※

【指標がめざす方向】多いほうが良い

川川崎崎国国際際環環境境技技術術展展ににおおけけるる

ビビジジネネススママッッチチンンググ数数 【基準年度】 件（ 年度）※

【指標がめざす方向】多いほうが良い

かかわわささききググリリーーンンイイノノベベーーシシ

ョョンンククララススタターーのの会会員員数数 【基準年度】 社（ 年度）※

【指標がめざす方向】多いほうが良い

【【環環境境政政策策のの目目標標】】〔〔総総合合的的目目標標〕〕 

地域環境や地球環境を保全するためには、環境負荷の低減に寄与する技術の開発や産業の振興

が不可欠です。また、いずれの産業においても環境対策・環境配慮が行われ、環境の保全・創造

を基調とする社会経済活動が営まれることが重要であり、これらの結果が地域経済の活性化や雇

用創出につながることが大切です。以上のような環境と経済の好循環の実現、都市と産業との共

生に向けて、国内はもとより海外への技術移転や人の交流等を進めることで、環境技術による国

際貢献を果たし、環境保全を支える産業と社会の活力があふれるまちをめざします。

施施策策のの方方向向 ⅤⅤ―― 環環境境関関連連産産業業のの振振興興・・育育成成
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れたものを「低CO2川崎ブランド大賞」として選定し、川崎国際環境技術展などを通じて広報を行い

ました。 

 

■■川川崎崎国国際際環環境境技技術術展展ににおおけけるるビビジジネネススママッッチチンンググ数数
環境分野における優れた技術やノウハウを国内外に広く情報発信し、参加者の市場開拓や販路拡大、

新たな人脈形成に繋がる交流の場を提供する「川崎国際環境技術展」を 200９年から開催しています。 

2018 年度は、2019 年 2 月 7 日、8 日に開催し、181 団体から 270 ブースの御来場がありま

した。また、中国・韓国等の海外来場者約190人を含め、約16,000 人に御来場いただきました。

 
■■かかわわささききググリリーーンンイイノノベベーーシショョンンククララススタターーのの会会員員数数

2015 年４月より産学官民の連携によって環境改善に取り組み、産業振興と国際貢献を推進して新

たな社会の形成を目指すネットワーク「かわさきグリーンイノベーションクラスター」を運営してい

ます。 

 2018年度は新たに13 社が会員となり、76社となりました。 
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施策の方向 Ⅴ―２ 環境技術による国際貢献の推進

指 標 目標・現状・指標がめざす方向

海海外外かかららのの環環境境技技術術視視察察・・研研修修

のの受受入入人人数数
【目標】現状より増やすこと

【基準年度】 人（ 年度）

【指標がめざす方向】多いほうが良い

環環境境にに係係るる国国際際会会議議・・イイベベンントト

等等実実施施状状況況 【基準年度】国際環境技術展 の開催ほか（ 年度）

【指標がめざす方向】多いほうが良い

環環境境技技術術開開発発にに向向けけたた事事業業者者、、

大大学学、、研研究究機機関関等等ととのの連連携携にによよ

るる共共同同研研究究のの件件数数とと実実施施内内容容

【基準年度】環境技術産学公民連携公募型共同研究数（累積）

件ほか（ 年度）

【指標がめざす方向】多いほうが良い

目目標標・・指指標標のの達達成成状状況況 指指標標

評評価価

方方向向

評評価価

■■指指標標：：海海外外かかららのの環環境境技技術術視視察察・・研研修修のの受受入入人人数数

・・受受入入人人数数 991188人人 

エコタウン施設は464人で、前年度の672人に比べて208人の減少

その他の施設は454人で、前年度の399人に比べて55人の増加

（対前年度：153人減少、対基準年度：少ない）

１１

３３■■指指標標：：環環境境にに係係るる国国際際会会議議・・イイベベンントト等等実実施施状状況況

国際環境技術展2018等を2回開催（対前年度：増減なし、対基準年度：多い）
４４．．５５

■■指指標標：：環環境境技技術術開開発発にに向向けけたた事事業業者者、、大大学学、、研研究究機機関関等等ととのの連連携携にによよるる共共同同研研究究のの件件数数

とと実実施施内内容容

微細藻類の新大量培養システムの研究開発ほか（累計件数66件）（対前年度：５件増加、

対基準年度：多い）

５５

方向評価は「＊」の付いた指標評価の平均値をもとに評価しています

現現 状状 
■■海海外外かかららのの環環境境技技術術視視察察・・研研修修のの受受入入人人数数
●川崎エコタウン会館を中核施設として、エコタウンへの視察希望者の受入を実施

●中国、インドネシア、ベトナム、タイ等の海外視察受入

●エコタウンを除く受入人数は454人

●川崎市-瀋陽市 PM2.5 共同研究の実施

■■環環境境にに係係るる国国際際会会議議・・イイベベンントト等等実実施施状状況況
●川崎国際環境技術展2018

・優れた環境技術等を有する181団体（270ブース）が出展

・中国・韓国等の海外来場者約190人を含む合計16,000 人が来場

・優れた環境技術の海外への移転に向けた海外企業と出展者とのビジネスマッチングを実施

●川崎国際エコビジネスフォーラム2018

・市内企業の優れた環境技術や国内外の先進的な環境技術や環境課題への取組についての情報交

換及び参加都市間との信頼関係の醸成を目的に 2019年 2月 7日に開催

・マレーシア国ペナン州、インドネシア共和国バンドン市、オーストリアなどから延べ 482名
（うち海外からは6都市144名）が参加

■■環環境境技技術術開開発発にに向向けけたた事事業業者者、、大大学学、、研研究究機機関関等等ととのの連連携携にによよるる共共同同研研究究のの件件数数とと実実施施内内

容容
2018年度の共同研究実施件数は7件、実施内容としては次のとおりです。
●微細藻類の新大量培養システムの研究開発

施策の方向 Ⅴ―２ 環境技術による国際貢献の推進
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●環境エネルギーシミュレータを用いた再生可能エネルギー地域連携モデルの研究 
●人口減少社会におけるグリーンインフラとしての空地デザイン技術ならびに空地まちづくりの構
想技術に関する研究 
●ブラウンフィールドにおけるファイトレメディエーション導入の共同研究 
●溶融噴射式遮熱塗料の効果検証 
●ガス発生を伴う屋内・屋外作業が大気環境／作業環境に及ぼす影響についての調査研究 
●鉱物油含有土壌におけるジニアによる植物浄化に関する研究 
 


